
 

 

 

 

 

 

 

自分の身を守るために 

生活指導主任       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「いかのおすし」とは、不審者に声を掛けられた時の心構えを子供たちに覚えてもらうために、警視庁の 

生活安全部の方が考えた「合言葉」です。先月の５月下旬、川崎市で児童の登下校時において、痛ましい事件

がありました。犯罪は、いつどこで起こるか分かりません。起こってしまってから後悔をしないよう、日頃か

ら、お子さんに繰り返し話をすることで、子供を犯罪から守ることができます。 

 このほかにも、ネット犯罪に巻き込まれないためにパソコンや携帯電話の使い方のルールなど、起こりうる 

全てのことについて成長段階を踏まえて、その場にあった指導が必要になってきます。 

  

本校はＰＴＡの皆様、地域の皆様に、様々な場面で子供たちの登下校等の見守りをしていただいています。 

また、安全面に関する情報もいち早く学校へ知らせていただいています。感謝しております。今後とも保護者･

地域の皆様と密接な連携を心掛け、適切かつ、迅速な対応を行っていきます。 

同時に、子供たちを守ることは、我々大人の役目ではありますが、最終的に自分の身を守ることができるの

は子供自身です。学校では、自分の身は自分で守ることを様々な場面で話をしています。 

いざという時に、自らの判断で対応できる力を身に付けていけるよう、子供たちに分かりやすく、心に響く

ような指導を心がけていきます。今後ともご理解・ご協力のほどお願いいたします。 
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              【いかのおすし】 

 
いかない。 

     知らない人には、不用意に近づきません。 

のらない。 

     無理やり乗せられることもあるので、車には近づいてはいけません。 

おおごえを出す。 

     いざとなったら恐怖から声がでないこともあります。防犯ブザーやホイッスルを

携帯しましょう。（防犯ブザーは定期的に点検してください。） 

すぐにげる。 

     走って逃げます。子供１１０番の家やコンビニなど安全な所へ逃げ込みましょう。 

しらせる。 

    何かあったらすぐ大人に知らせます。どんな人が何をしたか伝えるようにします。 

    （ご家庭で話を聞いたら、すぐに警察へ連絡をしてください。パトロールを強化

してくれます。その後、学校に連絡をお願いします。） 



 

 


